





































































いで日本の 28 点、中国は 9 点、チェコ、オー
ストリアは南アフリカの半分以下の、それぞれ







のは、日本の 2 本、次いでベラルーシの 8 本、
アゼルバイジャン 72 本、マレーシア 65 本とな
り、チリ、オーストリアは日本の半数以下のそ





















日本 7％、チリの 70％、オーストリアの 67％
であった。また、アゼルバイジャンとマレーシ














4.3％、ブラジル .％の 3 チームは ％～
6％であった。
　女子の FG（図 4）が最も多かったのは、日
本の 92 本であった。次いでベラルーシの 59 本、












































　この PC の取得本数は男子（図 6）では、日
本が 29 本とトップで、次いで中国の 22 本、南








　女子の PC 取得本数（図 7）は、日本が 29 本
でトップであり、次いでアゼルバイジャン 24
本、ベラルーシの 22 本、マレーシア 2 本であっ

























































　「得点の内訳」を見てみると、FG と PC の割
合の関係と最終順位の関係は、あまりないよう
に思われる。しかし、男子においては、全チー
































































































　また、FG と PC の割合については、チーム
のシステムや方針により必ずしもどちらが多い
ほうが良いと言える訳ではない。
　PC では、ゴール正面からのシュートが決定
しやすく、また、フリックや強いシュートを打
てる選手が得点を取得しやすくなっている。
　さらに、ゴール正面の近い位置からのシュー
トは、得点になりやすいと言える。
　ホッケーのみならず、ボールゲームでは
シュートを決めることは、勝敗に大きく影響す
ると共に、見る側としても大いに興味のあると
ころである。
　今後もルール改正や新しい技術などの開発に
よりシュート場面や得点の機会が増えることを
期待したい。
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